
◆ VDECデザイナーズフォーラムのお知らせ

◆ VDEC提供CADツールの紹介

◆ 本年度ライセンス提供を終了するツールについて

◆ アカデミックCADライセンス利用のガイドラインについて



VDECからの大事なお知らせです。

同じ内容は
http://www.vdec.u-tokyo.ac.jp/Tayori/

にも掲載されています。

◆デザイナーズフォーラム参加申込み受付中

◆プリント基板設計CADソフトが利用出来るのをご存知ですか？

　6/4(金)-6/6(日)、東大の武田ホールに
おいて VDEC デザイナーズフォーラムを
開催いたします。毎年 100 名近い参加者
が集まり、気軽な雰囲気の中で VDEC ユ
ーザの交流をはかっています。
  学生発表講演、参加者によるショート講
演、ポスターセッション、大学院学生の立
案による Ph.D. 企画セッションなど、試
作経験やノウハウ、失敗談なども含めて、
研究発表だけではなく普段の学会では聞け
ないような話も聞くことができるでしょう。
また、毎年好評いただいている特別講演で
は、今年は NTT 門さま、アナログデバイ
スのクリスさま、東大の竹内先生に講演を
お引き受けいただいています。初心者向け

　プリント基板設計CADとして各社から様
々なツールが出ておりますが、VDEC提供の
ライセンスで最も本格的なものは、Mentor
社Expedition Enterpriseフローという製
品群です。
　このツールでは、各種設定をすることによ
り、自動配置配線、線路インピーダンス計算、
複数設計者による同時作業やAgilent ADSと
のリンクによるRF用のパターンも扱うことが
出来ます。図は、このツールを使って設計し
たプリント基板のレイアウトです。とは言っ
ても、Virtuoso等のツールに比べて、使い始
めのハードルが結構高いツールですので、今
年の夏までには設計フローやVDEC提供パッ
ケージのライブラリを提供し、講習会も開催

したいと思います。それまでは、遠慮なく
CADuserに質問を投稿して下さい。
(佐々木 昌浩)

のWorkshopでは、VDEC EDA設計フロー講
習会とローム 0.18um の PDK 講習会を予定
しております。今年ももたくさんの教員・学生
の方の参加をよろしくお願いします。(名倉 徹)

http://www.vdec.u-tokyo.ac.jp/DesignersForum/Forum10.html

昨年のVDECデザイナーズフォーラムの様子

Mentor社 Expedition Enterprise実行画面



VDECのアカデミックCADライセンス利用のガイドラインについて

VDECの提供CADツールの移行・終了に関して

これからのチップ試作スケジュール

http://www.vdec.u-tokyo.ac.jp/CAD/CADAcademicUse.pdf

  VDECでは、ユーザの皆様に各種CADツール
のライセンスの提供を行っておりますが、
VDECで導入しているライセンスは全てアカデ
ミック利用を前提としており、利用目的は教育
および学術研究に限られております。最近では
様々な形での産学連携型の共同研究の機会が増
加したこともあり、共同研究の形態によっては
本アカデミックライセンス利用の制限に反する
可能性があります。

　VDECで提供しているCADツールの移行・終了に関する情報をお知らせ致します。CADツールに
関するお問合せはCADuserメーリングリスト(CADuser@vdec.u-tokyo.ac.jp)までお気軽にどうぞ。
(松本 剛史)
・Synopsys Pathmill・・・今年度より提供終了しました。Pathmillの機能は引き続きNanoTime
            　の一部として利用可能です。
・Cadence icfb (IC5141)・・・IC5141_USR5以降またはIC61へ移行が必要です。また、
         　IC5141_USR5は2012年でライセンス提供が終了する可能性が
         　高いため、IC61への移行をご検討ください。
・Fastrack Design社 mspice・・・2010年5月27日で提供終了
・エイシップ・ソリューションズ社 ASIP Meister・・・2010年6月30日で提供終了

　VDECで提供しているアカデミックCADライセ
ンス利用のガイドラインについて、おおよその“利
用の精神”を上記アドレスでアクセスできるドキュ
メントにまとめました。皆さま、新年度を迎えた
この機会に、ぜひ一度アカデミックライセンス利
用のガイドラインに目を通していただき、ご自分
の研究室等での利用の形態が”利用の精神”に則っ
ているか今一度ご確認ください。(浅田 邦博)

平成22年度を迎えて　VDECセンター長より

VDECセンター長　浅田　邦博   

　VDECから利用者の方々への「確実なローテク通信手段」として昨年度スタート
しました「VDECだより」が新しい年度を迎えました。今年度もこのたよりを介し
てチップ試作最新情報やCADライセンスの開始・停止・更新、セミナー開催情報
など、VDEC内で企画・検討しているホットな内容を直接お伝えしたいと思ってい
ます。またスタッフ紹介、利用者からの通信等、さまざまな情報も提供したいと考
えています。是非、利用者の方々のVDECへの「感想」「要望」「苦情」も掲載し
ていければと思いますので、電子メールその他でお知らせください。皆さんのご協
力により、よりよいものにしていければと念願しています。 

申込締切  設計締切    試作ラン
2010/3月  2010/6/1  eShuttle 65nm 平成２２年６月シャトル
2010/3/23  2010/7/5  ローム 0.18um 平成２２年度第１回
2010/5月  2010/7/28  eShuttle 65nm 平成２２年８月シャトル
2010/5/24  2010/8/23  ローム 0.18um 平成２２年度第２回
2010/7月  2010/9/29  eShuttle 65nm 平成２２年１０月シャトル
2010/7/5  2010/10/4  オンセミ 1.2um 平成２２年度第１回
2010/7/20  2010/10/18  ローム 0.18um 平成２２年度第３回



研究室便り VDECユーザの研究室をご紹介するコーナーです。

東北大学 大見研究室

  こんにちは、VDECの佐々木です。着任して早5年
半が経ちました。皆様と直に接する機会は、オンセ
ミ1.2µm設計試作になります。また、完成したウェ
ハーやベアチップの組立に関する取りまとめと、
ひっそりとCADツールのアップロードもしています。
さらに、VDEC保有設備の一部、実装（ワイヤボン
ダー）・修正（FIB）・評価（測定器・テスター）
等のサポートをしていますので、必要な時は、私の
ところに来て有効活用して下さい。
　スキーが趣味で、大学の頃に準体育会系基礎スキー
部に所属し、卒業後に競技スキーに転向、ヘルメッ
ト・ワンピース着用でコースを一気に滑り降りてい
る自称本格的スキーヤーです（準指導員保有、国体
予選記念参加？）。
　さて、研究の方では、ミリ波パルス送受信、高速
シリアル、温度センサ等アナログ・ディジタル混載
回路を中心に進めています。この分野では、半導体
素子がどのような状態で動作しているか、経験・直

感・シミュレーションによって、半導体の“キモチ”
を解析・理解して行くところに奥深さがあります。
ちなみに妻の名前は“素子”と言いますが、これか
らもトランジスタと“素子”の“キモチ”を理解す
るべく研究をして行こうと思います。今後とも、よ
ろしくお願いします。(佐々木 昌浩)

ベテランの若手教員です!?

VDECスタッフより…

http://www.niche.tohoku.ac.jp

　大見研究室は、日本の生命線とも云うべき情報・通信・半導体・ディスプレイ分野において、
革新的な新技術の創出とその実用化・事業化を同時並行して行うターゲット・ドリブン・モデル
に基づいて研究開発に取り組んでいます。そのために必要となるアルゴリズム・アーキテクチャ
・回路・デバイス・プロセス・装置・部品・材料・計測・制御・インフラストラクチャ・ユーティ
リティのすべてを手掛けています。
　大見研究室が居を構える未来情報産業研究館には1階と4階にスーパークリーンルームと6階に
VDEC東北サブセンターがあります。これらの施設を利用して、大見研究室では365日24時間
体制で最大120名のスタッフ
・学生・研究員が研究開発に
全精力を注いでいます。
　これまでに、モトローラ・
ローム・ASPLA・e-shuttle
の試作を行っており、A/Dコ
ンバータ、イメージセンサ、
リコンフィギャラブルLSI、
ベクトル量子化画像圧縮、画
像認識などの高性能・多機能
LSIを実現してきました。浅
田先生・池田先生をはじめ
VDECの関係者の方々に深く
感謝すると共に、今後もVDEC
の活動に積極的に参加協力し
ていく所存です。


